
都市型観光について 

１．平成 28 年度 区観光事業の実績 【予算総額：170,143 千円】

 （１）観光資源の整備 【予算：90,060 千円】

    観光まち歩き（４回）、水辺活用イベント、明治維新周年関連事業、

広域観光まちづくり支援事業、都市型観光プラン促進事業（協議会）、

    鉄道会社との連携事業、イルミネーション設置事業、など 

 （２）観光情報の発信 【予算：22,194 千円】

    観光フェア実施、観光情報ホームページ（しながわ観光協会）、大学と

の連携事業、交通機関広告事業、など

 （３）観光サービスの充実 【予算：43,249 千円】

    観光冊子（しながわ旅本）作製、観光マップ作製、街角観光案内所、

    歩行者用観光案内標識設置・維持、など

 （４）外国人観光客の誘致推進 【予算：14,640 千円】

    多言語パンフレット等作製、羽田空港国際線ターミナルでの情報発信、

ＶＪ地方連携事業、海外日本博出展、ＳＮＳによる情報発信、など

  ＊区内観光イベントの概要については資料１参照

２．観光振興協議会における取り組み 

（１）協議会開催実績  

   ○第 1 回（6 月 17 日） 

     議題：都市型観光プラン、観光振興協議会、観光フォーラム、など

   ○第 2 回（12 月 12 日）

     議題：専門部会の中間報告、観光関連の取組み、情報交換、など

   ○第 3 回（平成 29 年 3 月 23 日を予定）

     議題：専門部会の検討結果報告、区内の観光事業実績、など

  ＊協議会の議事内容については資料２参照
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（２）専門部会開催実績

①水辺活用部会 

３回：8 月 4 日、11 月 24 日、平成 29 年 1 月 31 日

内容：○課題検討（誘導サイン、環境整備、利用マナー・ルール、など）

○先導的ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ検討（観光舟運活性化、区民の水辺利用、など）

②ショートトリップ推進部会

 ３回：8 月 4 日、11 月 24 日、平成 29 年 1 月 31 日

 内容：○情報共有（ショートトリップの現状と今後の予定）

○企画検討（主なターゲット、エリア別コース、組織づくりなど）

③国際化対応部会

 ２回：10 月 6 日、平成 29 年 2 月 3 日

 内容：○情報共有（国際化対応の現状と今後の予定、課題、など）

○意見交換（受入体制、外国人への情報発信、など）

④情報発信強化部会

 ２回：10 月 6 日、平成 29 年 2 月 3 日

内容：○情報共有（情報発信の現状と今後の予定、課題、など）

○課題検討（情報の一元的集約・発信、ﾌｨﾙﾑ・ｺﾐｯｼｮﾝの取組、など）

＊各部会の活動内容については資料３参照

（３）主な成果

  ①観光に関する課題対応の検討

   各部会での討議、意見交換により、実際に観光事業に携わる会員が検

討したことで、それぞれの課題対応について、より効果的な対応策の

検討が可能となった。

  ②具体的新規事業の企画案作り

    水辺活用、ショートトリップの具体的な新規事業のプランや、国際

化対応のための情報発信、受け入れのあり方、情報発信強化のための

アイディアなど、今後に活かせる企画案の検討ができた。



  ③ネットワークの拡大

    各部会とも、熱心な討議、企画案作成だけでなく、部会終了後の意

見交換、交流が活発に行われ、事業実施時の連携に向けた各団体等の

ネットワークが拡大した。

  ④連携事業の拡大

   ○電鉄事業者の協力により、観光フェアや沿線エリアの各イベント等

で連携することで、効果的なＰＲや内容の充実を図ることができ、

集客数やにぎわいの創出に大きな成果が出た。

○天王洲運河を中心に活動する地域団体の声かけにより、新年度 4 月

の各エリアのイベントを連携、協力して実施し、面的な広がりで多

数の集客、内容の充実を図る協議が行なわれている。

  ⑤参加団体等の増加

    観光振興協議会の活発な活動や、各事業での連携成果により、新規

の協議会への新規加入団体が出てきている。

３．実績を踏まえた今後の取り組み 

  今年度の「品川区観光振興協議会」における検討や、各種観光事業の成果

を踏まえ更なる観光振興を図っていく。また、2020 年のオリンピック・パラ

リンピック東京大会と文化プログラムへの取り組みや、シティプロモーショ

ンとも連携して、相乗効果により効果的な事業を促進する。

今後も、区と観光協会だけでなく、観光事業に取り組む地域団体、事業者

などを主体に、関係団体等とも連携し、「オールしながわ」で長期的展望に立

った事業展開、連携体制の強化に引き続き取り組んでいく。



資料１

事業名 主催 区協力 実施日 事業の概要 区分

1 観光振興協議会 品川区 －
6月17日
12月12日
3月23日

品川区観光振興協議会を設立し、6月に第1回目を開催。都市
型観光プランの早期実現に向けて、4つの専門部会に分かれ
て議論を重ね、12月に中間報告、3月に年度報告を行う。

新規

2 観光フォーラム 品川区 － 7月1日
「品川区都市型観光プラン」策定、「品川区観光振興協議会」
設立を記念したキックオフイベント

新規

3 目黒川夜市 品川区 －
7月29日
7月30日

五反田ふれあい水辺広場を会場に音楽ステージやケータリン
グカー、クラフトマーケットやマルシェにより水辺の宵を楽しむ

新規

4 観光フェア 品川区 －
10月29日
10月30日

「品川区都市型観光プラン」策定を記念し、”オールしながわ”
による区民参加型のしながわ観光発信イベント

新規

5 　大井町駅イルミネーション 品川区 －
10月29日
～1月9日

昨年に続き大井町駅西口で実施。観光イベントが少なくなる冬
期に向けて観光ポイントを創出

既存

6 海外日本博出展事業 品川区 －
11月18日
～11月20日

ベトナム（ホーチミン）で開催された「Japan Vietnam Festival
2016」に出展。旅行会社との商談も含め、しながわ観光をＰＲ

既存

7 目黒川イルミネーション 品川区 －
11月18日
～1月9日

以前から地域で実施されている「目黒川みんなのイルミネー
ション」と連携して点灯区間を延長、冬期の観光ポイントを拡充

既存

8 西小山イルミネーション 品川区 －
2月10日
～3月20日

西小山駅前において近隣商店街と連携してイルミネーションと
商店街イベントによる事業で冬期に向けて観光ポイントを創出

新規

9 観光大使任命式 品川区 － 2月13日
区の観光イメージ周知のため人気キャラクター「シナモロール」
を観光大使に任命。子どもたちとのふれあいイベントも実施

新規

10
劇団員と行く
しながわ運河クルーズ

品川区・しながわ観光協会 － 5月15日
”しながわ”らしい観光スタイルの提案：区内に稽古場がある劇
団（SET）の協力により身近な観光資源を観光コンテンツに

既存

11
東海道品川宿
しながわみやげめぐり

品川区・しながわ観光協会 － 6月25日
”しながわ”らしい観光スタイルの提案：歴史のある旧東海道に
おいて身近な観光資源を観光コンテンツへブラッシュアップ

既存

12
喜多能楽堂と百段階
段で日本文化体験

品川区・しながわ観光協会 － 10月10日
”しながわ”らしい観光スタイルの提案：区内の能楽堂との連携
により身近な観光資源を観光コンテンツへブラッシュアップ

既存

平成28年度　都市型観光に関する主な事業一覧



13
2016
つまみ食いウォーク

品川区・しながわ観光協会 － 11月26日
商店街と連携した集客イベントにより商店街、町のにぎわいと
観光客を誘致

既存

14
　早春の東海道 品川宿
落語の世界を歩く

品川区・しながわ観光協会 － 3月4日
”しながわ”らしい観光スタイルの提案：区内在住の落語家の
協力で身近な観光資源を観光コンテンツへブラッシュアップ

既存

15
海外旅行博出展
（タイ・バンコク）

品川区・大田区・川崎市・成田市
他

－
7月14日
～7月17日

ＶＪ地方連携事業の一環で羽田・成田地域の大田区・川崎市・
成田市等と連携しタイ（バンコク）で開催されたＴＩＴＦに出展

既存

16
海外旅行博出展
（台湾・台北）

品川区・大田区・成田市・
川崎市他

－
11月4日
～11月7日

ＶＪ地方連携事業の一環で羽田・成田地域の大田区・川崎市・
成田市等と連携し台湾（台北）で開催されたＩＴＦに出展

既存

17
品川区・大田区連携事
業/東海道まち歩き

品川・大田地域観光まちづくり推
進協議会

－ 3月5日
大田区と連携し、川崎宿から品川宿における東海道の観光コ
ンテンツをブラッシュアップ

既存

18
品川区・大田区連携事
業/シーカヤック体験

品川・大田地域観光まちづくり推
進協議会

－ 3月14日
品川区と大田区を結ぶ京浜運河を利用してシーカヤックにより
両区の水辺を身近に感じてもらうイベント

既存

19
品川区・大田区連携
事業/親子釣り大会

品川・大田地域観光まちづくり推
進協議会

－ 3月19日
品川区・大田区の釣り船業者を活用し、両区の水辺の観光資
源を観光コンテンツへとブラッシュアップ

新規

20
東海道と菜の花
ウォーク

品川区・サンケイリビング新聞社 －
3月21日
3月23日

ガイドの説明を聞きながら、旧東海道に点在する神社仏閣や
運河沿いの菜の花などを見るまち歩き。しながわ観光マップ、
完歩証付き。

既存

21
天王洲から巡る
湾岸クルーズ

品川区・サンケイリビング新聞社 － 3月26日
窓の大きな船で天王洲からレインボーブリッジ、勝鬨橋、お台
場などをクルーズ。ボディバッグ、しながわ観光マップなどのお
土産付き

既存

22
しながわ運河まつり
2016

しながわ運河まつり
実行委員会、なぎさの会

後援
4月9日
4月10日

地域住民・団体によるイベント。アトラクション、運河クルーズ、
フードブース、フリーマーケットなどにより区外からも多くの集客

既存

23 ムサコフェス

武蔵小山商店街連合会
（武蔵小山商店街(振)・武蔵小
山一番通り商栄会・
武蔵小山西口商店街(振)・小山
26号線通り振興会・
親友会通り商店街・京栄会・富
士見通り睦会）

後援 4月17日
千葉県大多喜町のたけのこを、ムサコ出身笠原シェフ料理に
よる「たけのこ汁」にして3,000名に無料配布

既存



24 とごすぽ！！
戸越公園駅前南口商店会・戸越
公園中央商店街(振)

後援 4月17日
2商店街がスポーツ&グルメ対決を実施。ご当地キャラ参加に
よるスタンプラリーも実施

既存

25
品川・天王洲水上
フードコート実験イベ
ント

天王洲総合開発協議会 後援
5月7日
5月8日

地元舟運事業者の協力により民間桟橋と護岸エリア等を利用
した水上フードコート、ボードウォークでのミニマルシェ、ミニク
ルーズ

新規

26
POPUP Portland
in Tokyo 2016

ポートランド市開発局 後援
5月21日
5月22日

オレゴン州ポートランド市がPRのためにトクショーやマルシェ、
ワークショップなどを開催

新規

27
天王洲アイル第一公
園ライトアップ事業

天王洲総合開発協議会 後援
6月1日
～3月31日

天王洲アイル第一公園の一部をライトアップし周辺施設の一
体感を創出して来訪者の増加を図る

新規

28
天王洲・港南キャナ
ル夏フェス

一般社団法人天王洲・キャナルサ
イド活性化協会

後援
7月15日
～7月18日

東京海洋大学「海の日」記念行事、港南ﾁｬﾘﾃｨｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾀ、ｼ
ﾈﾏｷｬﾗﾊﾞﾝ、ﾎﾞﾝﾄﾞｽﾄﾘｰﾄ夏ﾌｪｽ、天王洲運河まつりの５事業を
連携開催

新規

29 五反田夏祭り
五反田仲通り共栄会・五反田駅前
商店会

後援 7月24日
ブラジル総領事館はじめ区内の大使館による飲食販売、ス
テージを実施

既存

30
京浜運河エレクトリカ
ルボートパレード
2016

ＮＰＯ法人東海道品川宿 後援 8月6日
電飾したﾎﾞｰﾄのﾊﾟﾚｰﾄﾞ、水辺のﾗｲﾃｨﾝｸﾞ、ﾅｲｱｶﾞﾗ花火とｽﾃｰｼﾞ
ｼｮｰと昼間のEボート体験、羽田空港近くの周遊船による水辺
イベント

新規

31 しながわ納涼祭 二葉中央商店会 後援
8月6日
8月7日

西大井広場公園での大盆踊り大会。日中は地域団体によるス
テージ、模擬店、地方物産も販売

既存

32
第４回大井東京
夏マラソン大会

ＮＰＯ法人
日本アウトフィットネス協会

後援 8月11日
2020東京オリンピック・パラリンピックに向け、年齢・走力に合
わせた種目を楽しんでもらい、夏の新たなエコツーリズムのひ
とつとする

既存

33
「大井町－ooimachi」
オリジナルフレーム
切手

株式会社ＪＰ三越マーチャンダイ
ジング

後援 8月26日～
品川区大井町地域の良さを広めていくことを目的とし、大井町
駅前、きゅりあん、東京総合車両センター等新旧名所を掲載し
たオリジナルフレーム切手を発行。

新規

34 大井どんたく夏まつり
大井銀座商店街(振)・大井サン
ピア商店街(振)・
大井光学通り商店街

後援
8月27日
8月28日

大井町駅前を会場に盆踊り、ダンスコンテスト、スポーツフェ
ス、ミュージックフェス、フードフェスを開催

既存

35 とごしぎんざまつり

戸越銀座商店街連合会
（戸越銀座商店街(振)・戸越銀
座商栄会商店街(振)・
戸越銀座銀六商店街(振)）

－
8月27日
8月28日

全長1.3㎞の商店街内で模擬店、ステージ、スタンプラリーほ
か、銀ちゃんをはじめとしたご当地キャラも大集合

既存



36 目黒のさんま祭り 目黒駅前商店街(振) 後援 9月4日
岩手県宮古市からのさんま7,000匹を炭火焼きにして無料配
布。ほかにも産直販売や落語「目黒のさんま」を実施

既存

37
しろへびサミット
inしながわ

しろへびサミット
inしながわ実行委員会

共催 9月17日
山口県岩国市（特別天然記念物・しろへび）、群馬県老神温泉
（大蛇みこし）と連携し上神明天祖神社と周辺で実施。近隣の
商店街、店舗と連携。

新規

38 中延ねぶた祭り 中延商店街(振) 後援 9月17日
アーケード商店街内を「ねぶた」がハネト（踊り手）とともに運
行。ほかにも飲食店フェアやステージを実施

既存

39 大井・大森夢フェア 桜新道商盛会 後援 9月22日
大森ベルポートを会場に子供たちを中心にしたダンスコンテス
トを実施

既存

40 しながわ宿場まつり

北品川本通り商店会・北品川商
店街(協)・
京急新馬場商店街(振)・青物横
丁商店街(振)

－
9月24日
9月25日

旧東海道品川宿を会場に、花魁道中、江戸扮装をしながらの
江戸風俗行列のほか模擬店やステージを実施

既存

41
第８回お台場
潮風マラソン

ＮＰＯ法人
日本アウトフィットネス協会

後援 10月2日
品川区東八潮の潮風公園、お台場地区を会場に楽しくマイ
ペースで走れるマラソン大会として夕方からのイブニングマラ
ソンを開催

既存

42
京浜運河
Ｅボートリレー

品川・大田地域観光まちづくり推
進協議会

後援 10月8日
品川区と大田区を結ぶ京浜運河を利用してEボートのリレーに
より両区の水辺を探索し楽しむ親子イベント

既存

43 しながわ夢さん橋 大崎駅西口商店会 後援
10月8日
～10月10日

大崎駅を中心に、青空バザール、ステージのほか山手線を貸
しきった「ノンストップ夢さん橋号」を運行

既存

44
天王洲キャナルフェ
ス2016～スーパーハ
ロウィン～

一般社団法人天王洲・キャナルサ
イド活性化協会

後援
10月28日
～10月30日

水辺の映画祭、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ、船上ﾗｲﾌﾞ、ﾐﾆｸﾙｰｽﾞ、ﾊﾛｳｨﾝ仮装水
上ﾊﾟﾚｰﾄﾞなどを区観光ﾌｪｱとｼｬﾄﾙﾊﾞｽ、レンタサイクルで結び
連携実施

新規

45 ＤＡＶＩＤ ＢＯＷＩＥ ｉｓ
ＤＡＶＩＤ ＢＯＷＩＥ ｉｓ
日本展実行委員会

後援
1月8日
～4月9日

天王洲の寺田倉庫ビルを会場にアジアで唯一のデビッド・ボウ
イ展を開催

新規

46
ジャパン・フィルム・コ
ミッション全国ロケ地
フェア

ジャパン・フィルム・
コミッション

出展 1月25日
全国自治体、関係団体と撮影時業者とのマッチングイベントに
観光ＰＲブースを出展

新規



47
大田・品川小学生対
象の絵画イベント

東京急行電鉄株式会社 後援
1月27日
～2月24日

区立小学１年生を対象に「50年後の未来、ぼくたち・わたしたち
のまち」をテーマに絵画を募集。4月中旬頃から東急池上線・
東京多摩川線車内もしくは東京モノレール駅構内に掲載予定

新規

48
天王洲・港南キャナ
ル2017 バレンタイン

一般社団法人天王洲・キャナルサ
イド活性化協会

後援
1月27日
～2月26日

運河イルミネーション、新東海道橋のライトアップ、ナイトクルー
ズ、屋形船を活用した水上フードコートを実施

新規
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第 1回 品川区観光振興協議会 議事概要 

日 時 平成 28年 6 月 17 日（金）14:00～15:00 

場 所 品川区役所 第 2庁舎 4階 災害対策本部室 

議事次第 

1．開会 

2．本部長挨拶 

3．品川区都市型観光プランの概要について（資料 1） 

4．品川区観光振興協議会について（資料 2） 

5．品川区観光フォーラムについて（資料 3） 

6．しながわ観光フェアについて（資料 4） 

7．今後のマスタースケジュールについて（資料 5） 

8．その他 

9．閉会 

配布資料 

議事次第 

資料－１：品川区都市型観光プランの概要 

資料－２：品川区観光振興協議会要綱 

資料－３：品川区観光フォーラム開催概要 

資料－４：しながわ観光フェアについて 

資料－５：品川区都市型観光プラン マスタースケジュール 

主な協議会内容 

・ 品川区より、品川区都市型観光プランの概要、品川区観光振興協議会、品川区観光フォー

ラム、しながわ観光フェア、今後のマスタースケジュールについて説明を行い、意見交換

を行った。 

・ 主な発言要旨は、以降に示すとおりである。 

会長挨拶 会議の様子 会議の様子 

資料２
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主な発言要旨

（NPO まちづくり大井 理事長（代理：事務局長 加藤様））

・ 都市型観光ということで区外の人をターゲットにすることはもちろんであるが、区民や品

川区に勤めている人に愛着や誇りをもってもらうことも重要である。 

・ 予定している 4 つの部会（水辺活用部会、ショートトリップ推進部会、国際化対応部会、

情報発信強化部会）では、区外の人に対する取組みを中心に検討していく予定であると思

うが、区内の人の地域に対する愛着、誇り―シビックプライドを醸成するような取組みも

合わせて検討していく必要がある。 

（品川ビジネスクラブ 理事長 石島委員）

・ 観光のシステムは今後重要なテーマになってくると思うが、部会の中では、しながわ観光

や生活者の満足度の向上に情報技術を活用した方策を検討していく予定があるか。 

（鈴木文化観光課長）情報発信強化部会や国際化対応部会では、単なる観光コンテンツ

の検討だけでなく、システマチックな取組み、体制、ツール等についてご意見をいただ

きながら検討していきたいと考えている。 

（品川区長 濱野会長）

・ 情報発信の強化は重要である。今は若い人だけでなく、お年寄りもスマホを使う時代であり、

アプリやデジタルサイネージも活用して情報発信を行うことは非常に重要であるので、ぜひ情

報発信強化部会で練っていただきたい。 

（東京モノレール 浜松町駅長 山野委員）

・ すばらしい計画ができたが、それをどう具現化していくか、現場でどう情報を共有して発信し

ていくかが重要である。東京モノレールについていうと、地元の人にとっては、単に通過して

いくだけの乗り物で、良さに気付いていない。水辺の魅力を見直し、情報の共有、発信を基軸

に、品川区全体に広げていくことが重要である。 

・ 東京モノレールでは、天王洲アイルから目黒駅までの駅からハイキングを実施し、10 日間で

3500人に参加いただいた。交通事業者として、地域を結ぶだけでなく、人をつなぐことも重要

な役割と考えており、キャナル（運河）とブリッジ（架け橋）を掛け合わせたキャナリッジと

いう言葉をつくって頑張っているので、一緒に楽しいしながわを目指していければと思う。 

（天王洲総合開発協議会 会長会社代表 中川委員）

・ 区内では様々なイベントが行われており、天王洲でも多数実施しているが、すべて点で行われ

ているような状況である。品川区は水辺でつながっているまちであるので、イベントも船で移

動して地域全体で一緒になって実施できると良い。 

・ 現在、国土交通省、東京都で横浜や羽田、秋葉原を結ぶ舟運社会実験を実施しており、天王洲

も中間地点として乗船場所になっているが、宣伝が十分にされておらず天王洲からの乗船者が

少ない。現在は実験期間の中間地点であり、秋にも実験が予定されているため、ぜひご協力い

ただければと思う。 
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・ 天王洲地域には、天王洲銀河劇場やJTBの本社、テレビ東京のスタジオなどがある。天王洲総

合開発協議会は、水辺活用部会ということで名前が入っているが、こういう方々にも参加し

ていただくと、天王洲地域として、ショートトリップ推進部会や国際化対応部会にもご協力

できると思う。 

（旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 会長 堀江委員）

・ 水辺はしながわにとって重要な資源である。舟運事業ももちろんだが、運河に近い小学校でカ

ヌー教室を行うなど、区民が水辺を楽しむ文化を育てていくことも重要である。今から取り組

んで 10 年、20 年後に表れてくることだと思うが、そういうことについてもぜひ検討していた

だきたい。 

（品川区長 濱野会長）

・ 区民自身がしながわを楽しむことは重要であり、現在は情報発信が点であることが課題であ

る。この観光振興協議会は面的な広がりをもつうえで重要な役割をもっており、この場にいろ

いろな情報を集めて、区内全域に広げていくような体制をつくっていきたいと考えている。 

・ 区内には桟橋がいくつかあるが、これも充実していきたいと考えている。 

（品川・天王洲運河ルネッサンス協議会 副会長 伊東委員）

・ 区内には観光サインも含めて観光案内所が少ない。天王洲はポテンシャルもあり、すばらしい

桟橋もあるが、そこに行くまでの誘導やそこでの案内がない。水辺も含め、区内のあちこちに

観光案内所ができれば面的な広がりも出ると思う。 

（株式会社ヴァ―リー国際エージェンシー 代表取締役社長 谷委員）

・ 五反田に雉子
き じ

神社という神社があるが、海がきれいだった大昔は東京湾で行っていた形代流し

を現在は箱根で行っている状況である。これを元に戻そうという動きがあり、今年は7月7日

に試験的に五反田で行う予定である。これを基盤として、地元から発信していきたいと思う。

（勝島・浜川・鮫洲地区運河ルネッサンス協議会 代表 貴田委員）

・ 行政が本気を出して観光に取り組みはじめ、この協議会にも様々な分野の方が集まって、これ

から議論できることにわくわくしている。例えば、神社仏閣でお茶をたてる、花をいける、そ

れを舟運でつなぐなど、たくさんの人にリピートしてもらえるような楽しいことをこのメンバ

ーで楽しく議論していきたい。 

以上
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第 2回 品川区観光振興協議会 議事概要 

日 時 平成 28年 12 月 12 日（月）15:30～16:30 

場 所 品川区役所 第 2庁舎 4階 災害対策本部室 

議事次第 

1．開会 

2．会長挨拶 

3．専門部会の活動の中間報告（資料 1） 

4．これまでの観光関連の取組み・活動（資料 2～8） 

5．今後のスケジュール（資料 9） 

6．情報交換 

7．その他 

8．閉会 

配布資料 

議事次第 

品川区観光振興協議会 委員名簿・オブザーバー名簿 

資料－１：品川区観光振興協議会 専門部会の活動状況（中間報告） 

資料－２：「品川区観光フォーラム」の開催結果について 

資料－３：「しながわ観光フェア」の開催結果について 

資料－４：しながわ旅本の発行について 

資料－５：「品川区舟運社会実験（シナガワクルーズ）」について 

資料－６：イルミネーション事業について 

資料－７：目黒川の橋ライトアップ 実施状況 

資料－８：まち歩き事業について 

資料－９：品川区都市型観光プラン マスタースケジュール 

主な協議会内容 

・ 品川区観光振興協議会 専門部会のメンバーより、水辺活用部会、ショートトリップ推進部

会、国際化対応部会、情報発信協会部会の活動中間報告があった。 

・ 事務局より、これまでの観光関連の取組み・活動として、「品川区観光フォーラム」、「しな

がわ観光フェア」の開催結果、イルミネーション事業などについての報告があった。 

・ 今後のスケジュールを確認後、出席メンバーによる情報交換を行った。主な発言要旨は、

以降に示すとおりである。 

会長挨拶 会議の様子 会議の様子 
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■主な発言要旨

（天王洲総合開発協議会 副会長会社 寺田倉庫株式会社 和田本氏）

・ 配付資料として「天王洲キャナルフェス 2017 春 企画概要」という資料を配布させていた

だいた。天王洲総合開発協議会では、春夏秋冬の各季節に天王洲でイベントを行っており、

先日の秋のイベントは、しながわ観光フェアと連携させていただき、複数地区で連携して

イベントを実施することの効果を感じた。 

・ 来春 4 月 7,8,9 日に実施するイベントでは、新東海橋のライトアップ、水辺の映画祭、フ

ードコート・ミニマルシェ、ミニクルーズ、船上ライブなどを予定しており、東品川海上

公園で行われるしながわ運河祭りと連携することを考えている。さらに、天王洲アイルの

各施設や大井競馬場、しながわ水族館、御殿山のさくらまつりなど、他エリア、イベント

との連携の調整を進めており、エリア・イベント間の回遊性を高める船やシェアバイクな

どの交通手段やガイドアプリなどのソフト策を考えている。 

・ 本日はいろいろなエリアのみなさんがご出席されていると思うので、ご協力いただけると

いう方は、ぜひお声をかけていただきたい。 

（鈴木文化観光課長）和田本さんのご提案についてご協力できることがある方は、ぜひ

ご協力いただきたいと思う。 

（旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 会長 堀江委員）

・ 各部会の中間報告をお聞きして、それぞれ検討が進んでいると感じた。水辺活用推進は現

在は舟運を中心に動いているが、掲げているテーマにもあるように、水辺に住んでいる人

が水辺を楽しめるということも進めていきたい。今年の夏に、地元の人がやりたいことを

コンセプトに「京浜運河エレクトリカルボートパレード」というイベントを行った。今後、

大田区、港区と連携して、水辺を活用した大イベントを企画したいと考えているので、ま

たご協力をお願いしたい。 

・ また、ショートトリップ部会の報告にあった体験プログラムはすごく良いと感じた。お花、

茶道など、誰かが先生となってすぐに品川で始められることはたくさんあるので、具体的

にプログラムにしていくことが大事である。 

（スネークタウンマップ事務局（上神明天祖神社） 斎藤氏） 

・ 平成 25 年に旧地名が蛇窪村であること、上神明天祖神社で白蛇を祀っていることなどから、

スネークタウンマップをつくり、町おこしを開始した。今年度は、品川区のシティプロモーシ

ョン認定事業として、PR動画の製作、岩国市の白蛇、大蛇神輿を招聘した白蛇サミットを開催

し、大勢の参加者が集まった。ほかにも、品川区の認定土産として、蛇饅頭や岩国との共同開

発商品も誕生した。イベントは一回きりではなく、年間を通して、東北復興支援事業として七

夕線香花火ナイト、夏フェス、レゲエナイトなども開催し、毎月何かしら活動しようというこ

とで盛り上がってきた。 

・ また、東京福めぐりという企画で、台東区、中央区、港区、品川区から2つの神社が参画して、

浅草から都営浅草線で観光客を各地域に周遊させようとする、下町巡りの目玉になるような取

組みが7月1日からスタートし、半年で3000名ほどの方に参加いただいた。 
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・ この企画には、東急電鉄にもご協力いただき、荏原七福神にも参画しており、過去最高の参詣

客だったと聞いている。東京福めぐり関係のデザインについては、新年度を目途に刷新し、ス

マホアプリでの道案内や英語版のものも追加される予定である。各地域のみなさまとも様々な

取組みを通じてつながりをもっていきたいと考えているので、何かしてほしいという提案をい

ただければ、ご協力していきたいと思う。 

（品川・天王洲運河ルネッサンス協議会副会長（株式会社船清） 伊東委員）

・ 本日、国交省と東京都で実施している舟運社会実験で作成した「船からみた東京」というパン

フレットをお持ちした。このパンフレットには、すべてのルートが紹介されており、天王洲を

発着するコースもいくつかある。天王洲では水辺の応援団ということで、船に乗った人は店舗

での割引が受けられるようにしていた。昨日で社会実験は終わったが、品川区でも清掃作業所

跡地に新たに桟橋ができる予定であるため、今後、大井ふ頭中央海浜公園、大井競馬場、しな

がわ水族館などと結んだルートが期待できる。 

■閉会の挨拶 

（品川区観光振興協議会 副会長 跡見学園女子大学 安島博幸 教授） 

・ この品川区観光振興協議会には、今年から関わらせていただいている。これまでに都内のいく

つかの区の観光計画にも関わってきたが、つくり放しになっているところも多い。本日のご報

告をお聞きして、部会に分かれて活発な活動を行っており、大変素晴らしいと感じた。 

・ インバウンドも大変増えてきており、昨年は2000万人、今年は2400万人前後、2020年のオリ

ンピックの目標は4000万人、さらにその10年後は6000万人を目標ということになっている。

訪日外国人が4000万人になると風景もかわると思うが、いま4000万人を目指していろいろな

ところが努力されている。 

・ 先日、品川浦から舟運社会実験の船に乗り、橋のライトアップ、五反田周辺のイルミネーショ

ンを体験し、大変素晴らしい風景だと感じた。まだ、目黒川のすべてのところで見どころがあ

るわけではないが、素材としていろいろな可能性があると感じた。また、ものをみるときは飲

食がつきものであるので、船に乗り、各所に立ち寄っておいしいものを食べる、温かいものを

飲むということを組み合わせていくことが大事であると感じた。 

・ みなさまの議論にもあったが、連携をするということは重要である。特に、この部会間の連携

があるともっと素晴らしいものになると考える。隣接する区の連携も重要である。観光する人

は区の境など意識しないため、雅叙園の桜などと連携できると素晴らしいと思う。ぜひ、目黒

区、大田区、港区、江東区などとの連携を考えていただきたい。本日配付いただいた新しい観

光マップであるが、残念ながら区内の範囲だけになっており、雅叙園が入っていないため、ぜ

ひ隣接する区とのつながりが分かるようにしていただきたい。 

・ 東京都の観光事業審議会の会長をしているが、年末に審議会が開かれることになり、今後、東

京都の方針も出てくると思う。2020年まで4年を切ったので、品川区については、今の勢いを

持続し、さらに加速していきたいと考えているので、よろしくお願いしたい。 

以上


